
 

９．啓発活動 

 

 男女共同参画に関わる啓発活動については、「次世代に繋ぐ女性研究者サポート連鎖の形

成」の事業活動（平成 19 年度～平成 21 年度）において、「女性研究者支援モデル育成事業」

実施期間中に行ったさまざまな活動について記述している。平成 22 年度以降も、これらの

取組を基本的に継続している（シンポジウムやセミナー等については、平成 22 年度以降の

取組も「次世代に繋ぐ女性研究者サポート連鎖の形成」の事業活動（平成 19 年度～平成 21

年度）でまとめて記載している。）ほか、以下の取組を行っている。 

 

９－１．多様な人材活用推進本部ホームページの立ち上げ、運営 

「多様な人材活用推進委員会」から「多様な人材活用推進本部」へ組織が移行したこと

に伴い、従来の「多様な人材活用推進委員会」のホームページも「多様な人材活用推進本

部」のホームページに移行することとなり、推進本部のホームページを立ち上げた。「男女

共同参画推進オフィス」のホームページもその中に組み込まれた。研究支援員制度をはじ

めとする女性研究者支援に関する情報も、すべて推進本部ホームページに移設され、継続

されている。 

また、本推進本部ホームページを外部から参照しやすくするため、大阪大学ホームペー

ジのトップページに「多様な人材活用推進本部（男女共同参画、障害者雇用）」の特設リン

クを設け、そこから直接、多様な人材活用推進本部ホームページに入れるようにした（な

お、同ホームページは、多様な人生活用推進本部が平成 24年 3月末に廃止されるのに伴い、

同年 4 月新しいホームページとなる予定。）。 

 

９－２．阪大ＮＯＷ特集号 

2010（平成 22）年 8 月号において、「クローズアップ」として、男女共同参画の特集「大

学全体の活性化を目指して―男女共同参画の推進」（4 ページ）が組まれた。 

本特集において、多様な人材活用の推進の基本理念と男女共同参画推進の位置づけ、推

進体制の一新強化、本学における男女共同参画の現状、「男女共同参画推進オフィス」の活

動について紹介し、啓発普及を図った。  



 

添付資料：U7 男女共同参画に係る共同宣言 

我々は、アカデミアの中核的総合拠点として、世界をリードする創造性に満ちた学術研

究の達成と、広い視野と多様な視点で課題を解決する国際性豊かな人材の育成により、真

に平等で豊かな、そして未来へ永続する社会の構築に貢献する責務を負っている。 

 この 21 世紀において、我々アカデミアの最重要課題は、人類が直面する地球環境・エネ

ルギー資源・民族・社会格差等の問題の解決と持続可能な社会への転換である。この歴史

的転換点において、国籍・人種・性別･年齢等を超えた、多様で優秀な人材の参画と活躍が

必要である。我が国における高等教育、学術・技術の発展は、長らく男性が主たる牽引役

を担ってきたが、前述の最重要課題の解決、および最先端研究・教育水準のさらなる向上

に向けて、国際化と共に男女共同参画の推進が不可欠である。優れた女性研究者が男性研

究者とともに活躍できる環境の整備は、アカデミアがより豊かな知の創造をもって人類社

会に貢献するために必須であると同時に、次代を担う若人にとって、魅力あるものとなる

であろう。 

 

 我々各大学は、男女共同参画社会の実現に向けて、これまで学術分野における男女共同

参画の推進のために、様々な意識改革、女性研究者の活用、キャリア継続支援、保育園等

の就労環境の整備、次代を担う女子中高校生へのキャリアガイダンス等に意欲的に取り組

んできた。また、我が国の政策においても、女性の積極的活用による高度な科学技術研究

の発展を目的とした「第 3 期科学技術基本計画」が平成 18 年 3 月に決定され、女性研究者

がその能力を最大限に発揮できるように研究と出産・育児等の両立に配慮した制度の拡充、

さらに自然科学系全体として女性研究者の採用を 25%とする数値目標の設定と、その目標

の達成状況の公開など、女性研究者の積極的採用に向けた取組の推進が盛り込まれた。し

かし、平成 20 年 4 月の内閣府男女共同参画局の「女性参画加速プログラム」で重点的取組

が必要と指摘されたように、研究者は依然として「女性の参画が進んでいない分野（公務

員、医師、研究者）」の一つである。 

 

 我々は高度研究教育機関として、人々の考え方や社会制度のあり方に多大な責任を負っ

ている。同時に、男女共同参画社会の実現のために大学が負っている重大な責務を自覚し、

"公正な評価に基づく女性研究者の積極的登用"等を含めた施策に英知を絞り、その実施に向

けて真摯に努力する。 

 アカデミアの自由な発想に基づく研究は多様性を育み、その多様性は優れた財産として、

世界中から能力のある将来有望な人々を惹きつけるであろう。斬新な視点、多様な基盤を

持つ才能ある人々が集い、それぞれの能力を存分に発揮できる環境においてのみ、知の担

い手としてのアカデミアの使命が達成できると信じる。 

 

 



 

2008 年 9 月 26 日 

 

北海道大学総長      佐伯 浩 

東北大学総長      井上 明久 

東京大学総長      小宮山 宏 

名古屋大学総長      平野 眞一 

京都大学理事･副学長  松本 紘 

大阪大学総長      鷲田 清一 

九州大学理事･副学長  有川 節夫 

 

 


